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――皆様のご活動や取り組みについてお伺いします。

佐々木　　新潟国際情報大学国際学部の教員として国際理解関連
の科目を教えています。また県国際交流協会と協力して、国際交

流ファシリテーター事業※に携わっています。大学生が県内の小

中高校に派遣されて、一方的な知識の伝達でない学びをともに

行っています。国際理解教育は答えのない問いが沢山あるので、

みんなで考えるファシリテーションという手法を使い、学生が原

動力となって、楽しみながら国際理解・異文化交流授業を行って

います。

信　田　　カリフォルニア大学サンタバーバラ校で２年目を終え
ました。高校まで生まれも育ちも南魚沼市で、大学ではコミュニ

ケーション学と演劇を勉強しています。両親が南魚沼市の国際大

学に勤務していて、幼い頃から他国の人との関わりがあり、新潟

県にいる外国人の生活を身近に見てきました。現在、NPO法人留

学フェローシップで、新潟県の中高生に留学の選択肢を提示する

活動をしています。

佐　藤　　（公社）上越国際交流協会の事務局長をしています。も
ともと日本語教室から始まった協会です。県下の国際交流協会は

市役所が主幹ですが、当協会は 15 年前に市から独立し現在公益

社団法人となっています。上越市民には、ワールドキャンプなど

の異文化交流や謙信キッズや学校への国際理解教育の事業を行っ

ていて、メインは市内の外国人を支援することです。市委託の生

活日本語教室や外国人の相談、そして国際交流センターの管理を

しています。色んな人が集まる場所。自分も含め、変わった人た

ちが集まる所が合言葉になっています。

――新潟県の外国人住民について、2015 年は 13,493 人で県人口
の 0.58%、2018 年は 15,810 人で県人口の 0.7%、３年間で県全
体の人口が２% 減少する一方、外国人住民は 14% 増加していま
す。近年身近に感じた変化や印象に残ることはありますか。

佐々木　　国際交流ファシリテーター事業では、かつて国境の外
側をテーマにするワークショップが多かった。去年くらいから、

学生たちが国際社会とはまさに自分の身近な地域社会だという気

づきがあった。それから学生たちは、自分たちの足で調査したり

人に会ったりして、ワークショップの題材を作ろうとする動きに

なってきた。日本人にありがちな、ここから外が外国でここから

が国内だという考え方は、次第になくなってきている。学生のア

ルバイト先でもそうですし、コンビニに行っても外国籍の方が多

くなってきている。

信　田　　南魚沼市では、IT 系（テクノロジー）の企業が集まる
オフィスが出来た。理系が強い国の人たちと IT 系企業同士がコラ

ボする拠点が実家のすぐ近くにできたので、国際大学の留学生以

外の外国人もよく見かけるようになった。ご家族も連れてくるの

で、そこでいろんな国々の子ども達が街中で遊んでいるのを見る

ようになって面白い。

佐々木　　日常であたり前になってきて、ファシリテーター事業
で派遣される学校でも、クラスに一人くらいは外国籍の子どもが

いるようになった。

　　　　

佐　藤　　上越市の場合は県の傾向と同じで、それまでも増えて
いたがリーマンショックで一気に減った。リーマンショックの前

までは国際結婚した日本人配偶者としての外国人（結婚移住女性）

とブラジルやペルーからのニューカマー（1980 年代以降に来日し

た外国人）が多かった。ニューカマーは全国のネットワークがあっ

て、日本のどこどこがいいとか情報交換をして各地へ飛ぶが、最近

は企業で、何百人単位で入ってくる。そうなると教育現場とか町内

会とか、色んな所が今まで外国人に慣れていなかったから、支障

が出る。ゴミ箱の前で外国人が３人喋っていただけで怖いとか、

ちゃんとゴミ出ししているか不安だとか、外国人散在地域だとそ

うなる。今まで外国人がいないと思っていた住民が、外国人が一

定数になったことで、私たち以上に変わったことを感じている。

多 文 化 共 生 の
カ タ チ 
　新潟県でも外国人住民が増加するなか、地域はどう受け入れ、互いに理解し合える環境を整えていったらいいのか？
　国際分野でご活躍されている佐々木氏、佐藤氏、信田氏を迎え、「多文化共生」をキーワードに異文化理解、そしてこれか
らの多文化共生社会の実現に向けたヒントなど、お話を伺いました。

多文化共生
国籍や民族などの異なる人々が、互いの
文化的な違いを認め、対等な関係を築こ
うとしながら、共に生きていくこと

 （総務省）

※ �2005年から続く新潟県内５大学と当協会が取り組む協働事業。
国際理解教育に関する専門知識とファシリテーションスキル
を学んだ大学（院）生を、当協会がファシリテーターとして
任命し、新潟県内の小中高校等に派遣し国際理解ワークショッ
プを実施する。

佐々木　寛
Sasaki　Hiroshi

新潟国際情報大学
国際学部　教授

専門分野は国際政治学、

平和研究、現代政治理論。

“�自らの多様な 
アイデンティティを 
自己肯定することが 
第一歩 ”

特　集
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――信田さんは、高校まで比較的国際的な環境にいた後で留学し
ていますが、行く前と現在のギャップや、印象の違いはありますか。

信　田　　見た目が違うことが日本ではコンプレックスだった
が、アメリカでは楽。日本では、髪がクルクルで茶色だと浮いて

る気がした。英語が出来るだけで注目されてしまう。母との買い

物でじろじろ見られる。小さい頃は、それで居づらいと思うこと

はあった。高校生になる頃には、地域でも外国人用の食材を置く

ようになったり、色々受け入れられてると感じるようになった。

留学してみると、留学生として入学しているからアメリカ人とし

て見られない。今度は日本から来た人として見られる。そこで、

また同じことが起きるかと思ったが、今在学しているカリフォル

ニア大学は、日系アメリカ人やメキシコ系の人がいたり人種がバ

ラバラ。どこの国から来たとか、見た目がどうとか関係なく、本

当に平等に初日から生活ができた。そこは違うなと感じた。小さ

い頃は、半分アメリカ人で自分は皆と違うんだと言い聞かせてい

る所があった。周りからそう言われたり、思われても仕方ないな

と思う部分があった。でも母のルーツであるアメリカは大事だし、

捨てたくないと思っていたが、いざ向こうに行ってみると「あれ、

私やっぱりフルで日本人かも」と感じた。心は日本を貫きたいな

と。人種と育つ環境のどっちが自分のアイデンティティなのかな

というのは、向こうではみんな割と話す。日本では聞かない。

佐々木　　アメリカだとみんな何々系アメリカ人だから。だいた
い国際的には、国籍と何々系というルーツが一致しているという

ことの方が珍しい。人間は移動するものなので。でもまだ日本だ

と、生まれて育ってそこにずっといて、全てが一貫しているとい

う幻想がある。樽詰めの思想というか、見えないカプセルの中で

ずっと生きているという感じ。僕が接する若い年代には、この中

にいないと生きていけないという不安があるから、若い世代がニ

極分化している。外に飛び出したいっていう一部の若者と、ここ

に閉じこもっていたいという若者とがいて、後者の方が多い。そ

ういう閉じこもっていたい人達が、自分と異質なものは見たくな

いという内向きの排外主義が強くなっている。そこが日本の社会

や若者の中で心配なところ。

佐　藤　　確かに。あれもこれもあって、自分はどこに行こうっ
て、そう感じられるチャンスが少ない。島国が生み出したものか

も知れませんが。

――多文化共生社会の実現において外国人との共存・共生が不可
欠ですが、次のステージを見据えた場合どうでしょうか。

佐々木　　信田さんがおっしゃったように、自分の中にも本当は
多層的な「自分」がある。「自分」が一つだけの人はいなくて、例

えば同じ新潟でも上越出身、新発田出身とか違いますよね。例え

ば、私の生まれは四国ですが、関東で育って新潟に来て、今は新

潟県人というアイデンティティなんです。そう考えると、外国人

との共生という発想自体がもう古いというか、内なる他者が自分

の中で沢山あるわけですよね。まずそれを肯定していくことをし

ないと、自分と異なると思われる人間が出てきた時に、認められ

ないということになりますよね。自分の中の多様性を自己肯定し

ていくことが先ず必要かなと。そうすれば自ずと、多文化共生と

いう大上段に構えなくても、自分も許せて他者も許せる、そうい

う空間が出来上がってくると思う。だからかつて「内なる国際化」

とよく言われましたけど、それはこれからの課題です。皆さんが

さっき議論したように、いや応なくグローバル化する中で、例え

ば今信田さんは特殊な人として扱われるけど、むしろそれが当た

り前になるはず。でもそういう時に今一番心配なのは、排外主義

とか、自分が一貫した居心地のいい場所で閉じこもっていたいと

いうのが、日本だけでなく世界中に広がっていること。自分を掘

り下げると様々な影響で自分自身が作られていますから、一貫し

たアイデンティティというのも幻想だし、だからこそ他者との間

でしなやかに、その時々の自分を作っていくという開かれた姿勢

が必要です。

佐　藤　　自尊感情というか、自分が小さい時に違って見られて
もいいやという、自分なりの評価。すごくいいことをおっしゃっ

てくださった。

佐々木　　ひとりの人間は、この地球上で唯一無二なので、本当
は何かの集合的カテゴリーに当てはめられない。これからのアイ

デンティティというのは、ごく個人的な、唯一無二の存在として

お互いを認めていくという社会になると思う。

（次頁に続く）

信田　絵里香
Shinoda　Erika

新潟県南魚沼市出身。

地元の高校を卒業後、（一財）柳
井正財団の奨学生としてアメ
リカ・カリフォルニア大学サン
タバーバラ校に留学中。アメリ
カ人の母を持つ。
（表紙写真・左下）

“�単語だけでもいい、 
勇気を出して。 
あなたからの一言が 
嬉しいから ”

佐藤　睦子
Sato  Mutsuko

公益社団法人�
上越国際交流協会　事務局長

小学校教諭、中学校講師、国際
交流ボランティア、日本語ボラ
ンティアを経て現職。

“�外国の方から 
元気をもらう。 
胸を張って意見を言える
ようになったのも 
彼らのおかげ ”
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佐　藤　　皆と一緒で安心、という感覚を取り払いたいですよね。
あの人と同じだから安心、というのではなくて。学校に行かなきゃ

いけないとか、周りと同調することで自分を否定して育っている

人が多い気がする。

信　田　　小学校くらいから植え付けられている。制服を着るし、
黄色い帽子を被るし、ランドセルも決まっている。それで、友達

がかわいい筆箱を使っていたら私もそういう形がいいみたいな。

外見はどうにもできないから、物で友達と全く一緒にしようとす

る部分はあった。もっと早い段階の教育で、もう少し自由に選べ

る状況があると…最近のランドセルは色が選べて、個性が出るの

はすごく素敵だなと思う。私が住んでいる所は割と受け入れが進

んできていて、スーパーでハラール（ハラル）※のお肉が売られて

いたり、旅館では宗教的な配慮をしているところもあって、それ

に地域の人たちも気づいて、受け入れてもいいんじゃないかなっ

て思い始めて欲しいなと感じるし、そう思ってくれたら嬉しい。

母がいつも言うのは、第一声が「どこから来たんですか」という

のがあまり嬉しくないと。その第一声で、私とあなたは違う、と

いうふうに壁を作られているように感じてしまうから。難しい話

ですけど、見た目が違ったら気になるし、どこから来たのかも気

になるけど、でも母のようにこっちで暮らそうとしている人が望

んでいることは平等に接することで、「今日天気いいですね」みた

いに普通に日本人同士でする会話が進んでから、「そういえばどこ

の国の方ですか？」のような話の流れになる新潟県、世の中、環

境にこれからなっていって欲しいなと思う。今はまだ「どこから

来たんですか」がスタートになってしまっていると思うので。

佐　藤　　上越では「旅のもん」という言い方があるんです。私
も栃木県出身なので、旅のもんなんです。確かに「どこから？」で

始まる会話がだんだんなくなってくるといいなって。

佐々木　　旅のもんとか稀
まれ

人
びと

とか言うんですけど、一人一人が全

員世界の旅人だっていうこと。そしたら、旅の途中で他者と逢っ

たら嬉しいじゃないですか、「こんにちは」って。そういう形でみ

んなが出会えるようになるといいですね。

――将来を歩んでいく若者たちへ、メッセージをお願いします。

佐　藤　　多様性を自分の中で認めること。いろんなチャンネル
でいろんなことを体験して欲しいなと思うし、色んな人と会って

欲しい。体験の数が、価値観が一つに固まらない人を育てる。外

国の人と仲良くなって欲しい。多文化共生の一つは、外国の友達

を１人作ること。なんだ、同じ人なんだと感じる。そして私たちが、

皆さんの友達ができるような場所を作っていかなくてはならな

い。

信　田　　今の同年代の子は、見た目で判断しているというより、
言語のコミュニケーションの問題が大きいかなと思う。多分日本

人は完璧じゃないと恥ずかしいとか、間違えたら嫌だという気持

ちが大きいので。別に小中で勉強してきた英語でも、完璧な文章

じゃなくて単語と単語でもいいから、言ってみたら必ず相手はく

み取ろうとしてくれるし、日本に来ている外国人だったら、簡単

な日本語で話しかけてあげるだけでも全然違うと思う。完璧なコ

ミュニケーションを目指さずに、少しでも近づこうとする意志が

大事かなと思う。自分が異国に行ってそこで生活しようとしたら、

多分声をかけてほしいと思うし。相手の立場になって、外国人が

ここでの暮らしをどう考えているのかなとか、どういう気持ちな

のかを考えれば、こうしてみようという意志が自然と生まれると

思う。

佐々木　　メッセージとしては、皆さんが思うより世界は広いよ、
ということ。どうせ大人はこうだとか、世界はこうだとか、世間

はこうだとか、その思い込みの何十万倍も世界は広い。だから自

分の殻を破って、世界に触れてみてください。信田さんがおっ

しゃったように自分が出かけて、あるいは他者と触れて、実際に

話しかけて、その中から自分が知らなかったような、豊かな伸び

やかな人生が待っていると思う。殻に閉じこもるか、殻を破って

外に出るか、二つに一つなんですよ。中間はない。若い人はどっ

ちか考えて、本当に幸せに豊かに暮らしていくためには、自分の

殻を破って自分の思い込みを取り払って、目をつぶって世界や他

者に飛び込んでいった方が、きっと楽しいと思います。

佐　藤　　外国から来る方っていろんな方がいますし、元気があ
りますよね。そこからパワーをもらうんですよね。一緒にいると

変わってていいんだ、皆同じじゃないんだと思う。日本人て、あ

の人変わってるよねってマイナスイメージで言うのが多いですよ

ね。そういう時に、変わってていいのって胸を張って言えるよう

になったのはここに勤めだしてからかな。変わってていいし、外

国まで行かなくても、自分を外に置いてみるというか、客観的に

見られるように。家を出るのもいいし、何か一つチャレンジする

とか、小さなことでいいからやってみると世界は広がると思いま

す。

※�イスラーム法で許された項目をハラール（ハラル）と呼ぶ。
アルコールや豚肉及び豚由来成分や、イスラーム法に則って
処理されていないものはハラムと呼び、食することが禁じら
れているので、ハラール認証のない牛肉や鶏肉も食べること
ができない。
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インド出身 

ラジクマール・クムクチャムさん のご紹介

今回は、フジイコーポレーション（株）様を訪ねました。

　このコーナーでは、新潟県内の企業で働く外国籍社員へのインタビューをご紹介

します。出身国と日本、両方の文化的な違いを受け入れ、勤務先や地域の人々と互

いの個性を認め合い、日々仕事に励む外国籍社員の姿を取材しました。今号のキー

ワードでもある「多文化共生」がより身近に感じられる、普段の仕事の様子や休日

の過ごし方、来日のきっかけについて伺いました。

――現在のお仕事について教えてください。

　2017 年に入社し、機械について学ぶた
め、機械事業・営業部営業技術課に所属し
ています。仕事をする上で大変だったこと
は、日本語です。整備や機械のチェックを
する時に使う漢字は、全て勉強しました。
仕事は個人作業の場合もあれば、２～３人
で協力して行う場合もあります。困った時
は、先輩社員が教えてくれます。
　学生時代は IT や化学、国際関係につい
て勉強していたため、今実際に製品を目の
前にして自分で作業できることが、仕事を
していて楽しいと感じる時です。

――来日のきっかけは？

　祖父母から「日本は良いところ、日本人
は頭が良い」と聞いていて、幼い頃から日
本に興味がありました。高校の頃、ボラン
ティアスタッフとして日本から来た学生の
ガイドをしました。地元の大学を卒業後、

デリー大学（日本語日本文化専攻１年コー
ス）に入学し、デリーにある国際交流基金
で南魚沼市の国際大学のパンフレットを見
て、日本への留学を決めました。

――新潟に来て驚いたことは？

　雪です。新潟に来て、初めて雪を見ました。
当時は大学寮の１階に住んでいたので、窓
が雪で覆われてしまいました。また、新潟の
街はどこに行っても綺麗で、驚きました。

――国際大学の留学生の頃は、どのように
過ごしましたか？

　大学から奨学金をもらい、週末はアルバ
イトをしていました。NIA Letter も読んで
いました。在学中に県内の高校へ行き、
‘Cross Culture’ という授業をしました。そ
こで世界中の様々な出来事について子ども
たちと学びました。
　当時のホストファミリーとは、今でもよ

く会っています。日本の教育制度に興味が
あったのですが、協力的なホストファミ
リーのおかげで小学校を訪問することがで
きました。

――日本の企業への就職を希望する留学生
へメッセージと、将来の目標についてお聞
かせください。

　日本で働く上で一番重要なことは、日本
語の勉強、日本の文化を知ることだと思い
ます。今後は、ふるさとのインド北東部と
新潟との交流活動をしてみたいです。
　機会があるなら、歴史的な関係を背景に
してインパール市のインド人と日本人の文
化交流イベント等を開催したいです。そし
て、お互いにもっと親密になってもらいた
いと思います。特に、インドと日本の経済
関係発展に向けてサポートしていきたいと
思います。

　今回の取材では、総務部シニアアドバイザーの清水和夫 様、総務部広報・システム管理の森田理恵 

様よりご案内いただきました。

　除雪機や高所作業機等の製造を手掛け 18 カ国に輸出しており、会社の行事では、外国籍社員が出

身国の料理をふるまうそうです。初めての外国籍社員はバングラデシュ出身の男性で、２年ほど前に

日本に帰化したそうです。現在３名の外国籍

社員が働いており、清水さんから「外国人で

あっても、当社が必要とする人材であれば今

後も採用したい。」とのお話しがありました。

お世話になりました

会社の仲間からは、

愛称の「ボボ」と

呼ばれています

写真左上：�本社入口にある、世界各国の輸出先
を指した標識

写真左下：新潟県燕市にある本社外観

写真右　：�左から　清水氏、ラジクマール氏、�
森田氏

新潟での生活には

運転免許があると便利！

休日にはドライブに

出かけます
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Question 1
通っている大学で
気に入っているところは？

ゴルフの練習場が気に入ってい
ます。初めて見たときは、とて
も嬉しかったです。春・夏・秋・
冬それぞれの景色がとても綺麗
で、いつも写真を撮っています。

Question 2
よく使う日本語は？

「頑張ります」です。最近大学
では、先生から「卒論頑張って
ね」、アルバイト先の社長から
は「就活頑張ってね」と声を掛
けてもらうことが多く、「はい、
頑張ります」と答えています。

友人との会話の中で、「まじ？」
「嘘じゃん！」「ヤバ！」など、日本
の話し言葉をよく使います。

Question 3
最近友人とは
どんなことを話す？

一番は、先生たちが優しくて、
留学生が困っている時も分かり
やすく教えてくれるところです。
また、トレーニングルームがあ
るところも気に入っています。
体の健康を保つために、私た
ち学生だけでなく、先生たちの
役にも立っていると思います。

せっかく日本にいるのだから、
日本国内を旅行しよう、そのた
めにアルバイトを頑張ろう、な
どと話しています。

大学のテスト期間が近づいてい
るので、試験勉強の話をしてい
ます。あとは、彼氏の話をして
います（笑）。

留学生交流委員 ～僕たちが伝えたいコト～
　故郷を離れ新潟で学生生活を送る留学生交流委員は、日々「多文化共生」を肌で感じる機会が多くあるはず。 
今号では、留学生交流委員のうち 3 名を NIA Letter 編集チームに任命し、彼ら自身のことばで伝えてもらいました。

Team 
BEGIN

私たち 3 人が考えました。「留学生交
流委員としての新たな挑戦」「新潟の
みなさんと一緒に新しい一歩を踏み
出したい」という思いを込めました。

バングラデシュ
新潟産業大学
経済学部経済経営学科４年

ラホマン・エムディ・アティクル
（表紙写真：右下）

長岡大学
経済経営学部経済経営学科３年

ゴンボ・ソロンゴ 
（表紙写真：右上）

モンゴル国

新潟県立大学
国際地域学部国際地域学科２年

キン・エンヘイ（金　艷萍）
（表紙写真：左上）

中国

NIA Letter Vol.17 で
留学生交流委員を
特集しました。

　モンゴルの大学では、日本の大学とは
異なり９月から新学期が始まります。前
期は９月１日〜 12 月末まで、１月は冬
休みです。後期は２月５日頃から始まり
ます。モンゴルでは１月末〜２月初旬に
かけて、「ツァガーンサル」という、日本
のお正月にあたる行事があり、それに
よって授業開始日は前後します。夏休み
は、７月と８月の２か月間です。
　モンゴルの大学生は、図書館で勉強を
する人もいれば、厚い教科書を抱えてカ
フェテリアでご飯を食べながら勉強をす
る人もいるそうです。また、空き時間に
芝生でゆっくり本を読む人もいるようで
す。モンゴルの学生だけではなく留学生
も同様、熱心に勉強をしているそうです。

　バングラデシュに住む友人に、現地
の大学生活について話を聞きました。バ
ングラデシュでの大学生活は、「忙しくて
楽しい」そうです。大学のクラブ活動に
は、スポーツクラブ、文化部、コンピュー
タクラブ、薬局クラブ、討論クラブなど
があります。クラブ活動がない日の放課
後は、友達とクリケットなどのスポーツ
をして遊んだり、映画を観たりするそう
です。クリケットは、バングラデシュで
最も人気のあるスポーツです。また、
チューターとして大学でアルバイトをす
る学生もいます。その他には、同級生と
お祭りに参加するなど、楽しい学生生活
を送っているそうです。

　中国の学生たちは、非常に自由な大学生活を送っているそう
です。中国で学生生活を送る友人に話を聞いてみると、中国で
は親から生活費をもらうことが多いため、日本のようにアルバ
イトをする学生が少ないといいます。また最近の中国では、大
学卒業後、大学院に進む人が徐々に増えています。試験勉強に
追われ大変な日もあれば、勉強から離れて友人と楽しく過ごす
日もあり、皆充実した大学生活を送っているようです。
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日時・出場者等
○日  時：令和元年６月 24 日（月）13：20 ～ 17：00
○会  場：�佳

ジ ャ ム ス

木斯大学会議室（黒龍江省佳
ジ ャ ム ス

木斯市）
○出場者：13 人（黒龍江省内の 13 大学で日本語を学ぶ学生）
○観覧者：約 150 人

スピーチテーマ・審査結果
①「新潟県の人に伝えたい黒龍江省の魅力」
②「私が今夢中になっていること」
審査の結果、成績上位の３人が１等賞を受賞しました。３人に
は副賞として新潟旅行の目録を贈呈し、今年の秋に新潟へ招
待する予定です。

〈１等賞受賞者〉（スピーチテーマ①の主な内容）
徐瑶さん／黒龍江外国語学院３年
写真下：左から２番目

「私のお勧めは白菜の漬物です。各家庭で冬の前に大量につ
くって、冬の間ずっと食卓にのぼるおふくろの味です」

熊琦さん／哈
ハ ル ビ ン

爾浜理工大学２年　写真下：右端

「雪国ということと、魚沼産のようにおいしいお米（五常米）
があることです。昨年ハルビンには２本の新幹線の路線が通
り、ますます発展しています」

張吉童さん／黒龍江大学４年　写真下：左端
「地元の人たちの熱さ、人間味です。私自身、大学近くの夜市の
焼冷麺をつくるおじさんから、温かい言葉をかけてもらいまし
た」

コンテスト概況
　当コンテストがジャムス市で開催されたのは初めてです。ジャムス市は黒龍江省の
省都であるハルビン市からさらに約 300km北東に位置していますが、約 40 年前に始
まった三江平原開発の前線基地であり、同開発に尽力された佐野藤三郎氏をはじめと
して新潟県と縁のある地域です。
　今回、会場内は学生を中心に約 150 人の観覧者が集まり、当地での日本語学習に対
する関心の高さを感じました。会場に集まった学生のみなさんの若い情熱が、黒龍江
省と新潟県の友好関係を築いてきた先人の思いをつなぎ、将来にわたって友好関係を
発展させていくことでしょう。

　学校や地域における、国際理解に関する学習や活動についてのプレゼンテーションコンテスト
を開催します。
　地球規模での問題、多文化共生、日本と海外との関係における問題など、普段考えていること、
行動したいと思っていることを、３名から５名のチームでプレゼンテーションしてください。各
部門の最優秀賞受賞チームは、海外スタディツアーに派遣されますので、奮ってご応募ください。

 
開催日時：令和元年 12 月 21 日（土）12：00 ～ 17：00（予定）※午前中にリハーサル有 
場　　所：朱鷺メッセ 国際会議室　マリンホール
募集部門：�中学生部門・高校生部門�

１チーム　生徒３名以上５名以内＋指導者（成人）１名以上 
申込方法：HP から実施要項・応募用紙をダウンロードし、必要事項を記入の上送付してください。 
申込締切：令和元年９月 30 日（月）必着 

●�今年度は次の点が変更になりました。応募の際は、必ず右記

HPの実施要項及び「FAQよくある質問」をご覧ください。

① �出場チーム数を中学生部門、高校生部門合わせて最大 20

チームまでとし、応募多数の場合は書類選考を行う。

② 参加チームの人数を生徒３名以上５名以内とする。

③ �発表に使用する動画や音声に１分以内という制限時間を

設ける。

【応募・問合わせ先】
　公益財団法人新潟県国際交流協会
　〒 950-0078 新潟市中央区万代島 5-1 万代島ビル 2 階
　 TEL：025-290-5650　FAX：025-249-8122
　 E メール：nia21c@niigata-ia.or.jp

【国際理解教育プレゼンテーションコンテストホームページ】
　http://www.niigata-ia.or.jp/jp/ct/000_precon/index.html  
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黒龍江省・ジャムス市で 
2019「新潟杯」日本語スピーチコンテストを開催しました

令和元年度国際理解教育プレゼンテーションコンテスト 
中学生・高校生の出場者募集！

公益財団法人新潟県国際交流協会　Facebook　▶



国際理解セミナー「アジアを知る！」2019

日　時 講師／内容 会　場 問合わせ／申込先

９/15（日）
13:30 ～ 15:00

NPO法人アジアクラフトリンク  マネージャー   大場 寛之 氏

「現代ミャンマーと人々の暮らし」
新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」講義室 A
（新潟市中央区笹口 1丁目 1番地　プラーカ 1　2階）

（公財）新潟県国際交流協会
 ℡ 025-290-5650

９/22（日）
13:30 ～ 15:00

新潟国際情報大学  准教授   瀬戸 裕之 氏

「ラオスから考える戦争と平和」
朱鷺メッセ小会議室 306・307
（新潟市中央区万代島 6-1　3 階）

９/29（日）
13:30 ～ 15:00

事業創造大学院大学  地域・国際担当副学長 教授   富山 栄子 氏

「SDGs でアジア諸国を知ろう！」
朱鷺メッセ小会議室 203・204
（新潟市中央区万代島 6-1　2 階）

10/27（日）
13:30 ～ 15:00

新潟国際情報大学  国際学部講師   小林 伊織 氏

「もっと！台湾。」
新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」講義室 A
（新潟市中央区笹口 1丁目 1番地　プラーカ 1　 2 階）

10/18（金）
19:00 ～ 20:30

新潟産業大学  名誉教授   詹 秀娟 氏

「台湾最新事情」
柏崎市市民プラザ 201･202
（柏崎市東本町 1丁目 3-24）

（公財）柏崎地域国際化協会
℡ 0257-32-1477

11/ １（金）
18:30 ～ 20:00

元外務省参与   天江 喜七郎 氏

「東アジアの国際関係：
　  　　文化的歴史的な比較の視点から」

国際大学 3 階 MLIC ホール
（南魚沼市国際町 777）

国際大学研究所
℡ 025-779-1471

11/ ２（土）
14:00 ～ 15:30

新潟食料農業大学  副学長・学部長   中井 裕 氏

「発見！多様な食文化から見るベトナム」
新潟食料農業大学 胎内キャンパスＦ棟 102
（胎内市平根台 2416）

新潟食料農業大学
事務局学務課
℡ 0254-28-9855

11/16（土）
10:00 ～ 11:30

中国東北師範大学  美術学院教授   費 明宇 氏

「長春から見た現在の中国の変化」
上越市市民プラザ 2 階 第 1 会議室
（上越市大字土橋 1914-3）

（公社）上越国際交流協会
℡ 025-527-3615

―身近なアジア、魅力を知ろう。
＼全講座・参加無料／
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留学生が日本で感じた 
エピソードを『マンガ』 

でお送りします！

日本アニメ・マンガ専門学校
マンガ・イラストマスター科
マレーシア出身

ペンネーム こはね

第３弾

【  松
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  】

■発行 : 公益財団法人新潟県国際交流協会　〒 950-0078 新潟県新潟市中央区万代島 5 番 1 号万代島ビル 2 階
電話 : 025-290-5650　　FAX: 025-249-8122　　E-mail　nia21c@niigata-ia.or.jp　　HP　http://www.niigata-ia.or.jp
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＊松茸のお吸い物
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　皆様こんにちは。JICA 新潟デスク 北です。
　私が青年海外協力隊として派遣されていたマラウイから帰国して約 3年が経ちました。マ
ラウイの友人とは、今でも「元気？」「日本はどう？」とささいなことで連絡を取り合います。
　最近では、現在南アフリカ共和国に住むマラウイ人の友人がストリートチルドレンの支援
を始めたとのこと、「アイコも子どもたちに音楽を教えに来てくれ！」と連絡がありました。
帰国してからも連絡を取り合い、頼ってもらえることにとても嬉しさを感じています。良い
友人に出会えたことは、協力隊に参加したからこそ得た、一生の宝物です。　

世界を変えてきたのは、いつの時代も、たったひとりの強い想いだ。
これは世の中をよくしたいと願うあなたのゴールではなくスタートになる 2年間。
JICA 海外協力隊の募集がはじまります。是非、挑戦してみてください。

まずは WEB サイトへアクセス！ JICA 海外協力隊 検 索

8/20  ▶  9/29
秋 募 集

JICA 新潟デスクからのお知らせ

応募期間

ハ
ァ
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美
味
い

公益財団法人
　新潟県国際交流協会

　WEB サイト


